
一
▼
牧
原
憲
夫
編
『
山
代
巴
獄
中

書
簡
集
Ｉ
模
索
の
軌
跡
』
４
・
渦

刊
、
Ａ
５
判
五
七
二
頁
・
本
体
六
○

○
○
円
・
平
凡
社

篠
田
暉
告
監
督
の
大
作
『
ス
パ
 
関
連
す
る
栗
原
佑
宛
手
紙
、
第
四
 
る
。
ち
ょ
う
ど
侍
潟
辨
察
が
山
代
索
」
の
延
長
上
で
巴
の
上
申
書
を
 
読
む
と
面
白
い
。
吉
宗
は
「
科
学
」

イ
・
ゾ
ル
ゲ
』
，
が
一
般
公
開
さ
れ
 
部
に
七
一
年
発
表
の
巴
「
山
代
吉
夫
妻
ら
の
読
書
会
に
「
人
民
戦
線
読
む
よ
う
示
唆
し
て
い
る
。
も
つ
 
に
、
巴
は
「
家
族
」
に
、
獄
中
で

た
。
本
書
を
片
手
に
見
に
行
っ
た
。
宗
の
こ
と
」
で
あ
る
。
ゾ
ル
ゲ
事
 
Ⅱ
党
再
建
」
を
嗅
ぎ
取
っ
た
裏
返
 
と
も
そ
れ
な
ら
〈
石
堂
清
倫
の
遺
 
生
き
抜
く
拠
り
所
を
見
て
い
る
。

映
画
に
は
、
山
代
巴
が
一
九
四
四
 
件
検
挙
の
一
年
前
、
一
九
四
○
年
 
し
で
。
だ
が
、
つ
と
に
藤
田
省
二
一
言
『
二
○
世
紀
の
意
味
』
（
平
凡
編
者
の
心
意
気
は
、
第
三
部
に

年
に
和
歌
山
刑
務
所
で
会
っ
た
ゾ
 
に
い
わ
ゆ
る
「
京
浜
地
方
日
本
共
が
述
べ
た
よ
う
に
、
革
命
運
動
「
か
社
）
の
よ
う
に
「
転
向
」
そ
の
も
 
う
か
が
わ
れ
る
。
四
七
年
広
島
県

ル
ゲ
事
件
関
係
者
北
林
ト
モ
も
久
 
産
党
再
建
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
治
 
ら
の
転
向
」
の
「
昭
和
八
年
前
後
」
の
を
も
論
じ
て
欲
し
か
っ
た
が
、
 
知
事
選
挙
に
社
会
党
公
認
で
立
侯

津
見
房
子
も
登
場
し
な
い
が
、
ア
 
安
維
持
法
で
検
挙
さ
れ
た
、
山
代
 
と
は
異
な
り
、
「
昭
和
一
五
年
前
 
そ
れ
は
資
料
集
と
し
て
の
本
書
の
 
補
・
惜
敗
し
た
中
井
正
一
は
、
か

グ
ネ
ス
・
ス
メ
ド
レ
ー
役
に
敢
え
 
吉
宗
・
巴
夫
妻
の
獄
中
闘
争
記
録
 
後
」
は
総
力
城
「
へ
の
転
向
」
の
 
課
題
を
越
え
る
。
編
者
が
同
時
期
 
の
『
世
界
文
化
』
グ
ル
ー
プ
の
美

て
東
洋
系
女
優
を
配
し
た
演
出
の
 
と
し
て
編
ま
れ
て
い
る
。
時
代
で
あ
る
。
巴
自
身
「
左
翼
運
 
に
編
集
し
た
衰
私
〉
に
と
っ
て
 
学
者
で
、
後
の
国
会
図
書
館
副
館

中
に
、
階
曹
の
安
罵
言
 
第
蔀
は
上
申
書
つ
ま
農
 
裂
や
か
な
り
し
時
代
の
爵
と
畠
昌
嘉
ｌ
雷
研
譽
 
景
勇
．
畠
組
言
活
謬

イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
 
見
俊
輔
・
藤
田
省
三
ら
の
「
転
向
」
は
全
く
趣
を
異
に
し
、
飽
迄
自
己
 
の
井
戸
端
会
議
』
（
日
本
経
済
評
 
始
め
た
巴
は
、
中
井
を
党
派
的
に

男
勝
り
で
好
奇
心
旺
盛
、
美
し
く
 
研
究
の
重
要
な
素
材
と
な
っ
た
政
独
自
の
定
見
に
基
づ
き
」
と
言
っ
論
社
）
を
併
せ
読
む
と
、
山
代
手
 
独
占
し
よ
う
と
し
た
共
産
党
へ
の

奔
放
な
戦
前
女
性
共
産
主
義
者
像
 
治
犯
の
刑
務
所
長
宛
獄
中
手
記
で
 
よ
う
に
、
素
直
に
読
め
ば
、
絵
が
記
の
な
か
に
国
民
国
家
の
呪
縛
か
 
不
満
を
、
栗
原
佑
に
ぶ
ち
ま
け
る
。

で
あ
る
。
九
○
歳
を
こ
え
て
な
お
 
あ
る
。
一
九
○
一
年
生
ま
れ
の
山
 
好
き
な
少
女
が
、
美
と
芸
術
に
目
 
ら
逃
れ
る
「
非
国
民
化
の
回
路
」
 
編
者
に
よ
れ
ば
、
敗
戦
直
後
に
巴

凛
と
し
て
い
る
と
い
う
、
山
代
巴
 
代
吉
宗
は
二
八
年
頃
、
一
二
年
生
 
覚
め
へ
女
工
達
へ
の
同
情
の
延
長
 
を
探
っ
た
「
模
索
」
の
所
産
と
も
 
は
「
転
向
者
」
ど
こ
ろ
か
「
ス
パ

の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
？
 
ま
れ
の
巴
蛙
一
三
年
に
、
日
本
共
・
上
で
資
本
主
義
へ
の
疑
問
が
芽
生
読
め
る
。
イ
」
扱
い
ま
で
さ
れ
た
そ
う
で
、

そ
ん
な
関
心
で
、
六
百
頁
近
い
大
産
党
に
入
党
し
て
い
た
。
だ
か
ら
 
え
て
の
活
動
で
、
内
面
の
軌
跡
を
だ
か
ら
、
第
一
蔀
に
、
宮
本
顕
 
「
挫
折
」
と
「
模
索
」
は
凡
戦
後

著
に
目
を
通
し
た
。
一
九
三
七
年
、
中
央
指
導
部
壊
滅
後
の
三
七
年
結
 
辿
っ
て
家
族
と
郷
土
へ
の
絆
を
確
、
治
・
百
合
子
『
士
犀
の
手
紙
』
 
も
続
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

夫
山
代
吉
宗
と
一
緒
の
新
婚
写
真
婚
時
に
党
再
建
の
志
を
持
っ
て
い
 
か
め
る
文
章
で
あ
る
。
ゾ
ル
ゲ
の
風
の
「
非
転
向
」
闘
争
、
獄
中
の
第
四
部
の
「
山
代
吉
宗
の
こ
と
」

は
美
し
い
。
口
絵
は
、
そ
れ
自
体
 
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
 
よ
う
な
「
祖
国
」
は
ド
イ
ツ
か
ソ
 
夫
を
気
遣
う
健
気
な
文
学
者
の
妻
 
は
、
七
一
年
に
活
字
に
な
っ
た
文

が
貴
重
な
現
代
史
の
記
録
で
あ
 
が
、
手
記
は
自
覚
的
入
党
を
否
定
連
か
の
葛
藤
も
、
党
か
家
族
か
の
 
を
期
待
す
る
向
き
は
、
肩
す
か
し
 
章
の
再
録
で
、
本
書
全
体
の
解
説

る
。
し
て
い
る
。
四
○
年
に
逮
捕
さ
れ
相
克
も
な
い
。

を
喰
う
。
な
に
し
ろ
夫
妻
と
も
獄
 
的
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し

収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
た
二
人
は
生
き
別
れ
に
な
り
、
吉
編
者
牧
原
恵
夫
は
本
書
を
、
転
 
中
、
リ
ン
チ
殺
人
事
件
で
は
な
く
 
か
し
そ
れ
な
ら
、
山
代
グ
ル
ー
プ

部
に
四
一
犀
一
一
茨
刑
務
所
で
害
か
 
宗
は
終
戦
直
前
の
四
五
年
一
月
獄
 
向
で
も
非
転
向
で
も
な
く
「
模
索
 
「
党
」
解
体
後
の
読
書
会
が
戦
争
 
の
Ｋ
氏
（
加
藤
四
海
）
を
警
視
庁

れ
た
獄
中
手
記
Ⅱ
上
申
書
、
篁
一
死
す
る
。
 
の
軌
跡
」
と
副
題
し
た
。
四
二
準
備
に
巻
き
込
ま
れ
て
の
、
予
防
 
に
売
っ
た
の
は
「
五
○
年
代
に
な

部
に
四
一
’四
五
年
に
山
代
吉
宗
．
戦
後
の
一
時
期
共
産
党
を
支
配
六
事
件
で
検
挙
さ
れ
た
吉
宗
が
的
危
機
管
理
に
よ
る
社
会
と
家
庭
 
っ
て
正
体
を
暴
露
し
た
、
ス
パ
イ

巴
が
獄
中
か
ら
家
族
に
宛
て
た
書
 
し
た
「
非
転
向
」
を
絶
対
正
義
と
 
「
三
五
年
に
出
獄
す
る
と
、
『
労
か
ら
の
隔
離
で
あ
る
。
書
簡
は
家
 
伊
藤
律
」
と
い
う
巴
の
記
述
に
は
、

簡
一
九
一
通
、
第
三
部
に
山
代
巴
 
す
る
史
観
か
ら
は
、
第
一
部
の
巴
 
働
者
の
質
問
に
答
え
る
』
と
い
う
 
族
宛
を
含
め
時
系
列
で
編
集
さ
れ
 
性
釈
を
付
す
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
。

の
仮
出
獄
証
票
な
ど
官
憲
資
料
と
 
の
手
記
に
「
転
向
Ⅱ
権
力
に
よ
っ
 
形
の
運
動
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
 
て
い
る
が
、
夫
妻
が
そ
れ
ぞ
れ
刑
 
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
の
方
で
は
「
伊

『
ア
カ
ハ
タ
』
四
七
年
一
月
掲
載
の
 
て
強
制
さ
れ
た
思
想
変
化
」
の
痕
同
志
の
紹
介
で
巴
と
結
婚
し
た
」
 
務
所
で
検
閲
さ
れ
つ
つ
交
わ
し
た
 
藤
律
ス
パ
イ
説
Ⅱ
発
覚
端
緒
説
」

巴
の
吉
宗
追
悼
文
草
稿
、
そ
れ
に
 
跡
を
詮
索
す
る
読
み
方
も
あ
り
う
 
と
さ
り
げ
な
く
記
し
、
吉
宗
の
「
模
三
○
通
近
い
手
紙
を
、
ま
と
め
て
 
は
ほ
ぼ
崩
壊
し
、
伊
藤
律
と
同
郷

■
湘
脊
森
■
成
田
本
店
▼
皿
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
家
族
連
絡
会

『
家
族
』
一
五
二
四
円
・
光
文
社
・
図
ウ
ニ
／
ウ
ン
ギ
ョ
ン
『
冬
の
ソ

ナ
タ
』
山
、
各
一
五
○
○
円
・
日
本
放
送
出
版
協
会
回
五
木
寛
之
『
不

安
の
力
』
三
一
○
○
円
・
集
英
社
四
杉
江
松
恋
『
バ
ト
ル
・
ロ
ワ
イ

ヤ
ル
Ⅱ
 
鎮
魂
歌
』
三
一
○
○
円
・
太
田
出
版
‐回
西
村
京
太
郎
『
熱

海
・
湯
河
原
殺
人
事
件
』
八
一
九
円
・
中
央
公
論
新
社
回
池
田
晶
子

『
皿
歳
か
ら
の
哲
学
考
え
る
た
め
の
教
科
書
』
一
二
○
○
円
・
ト
ラ

ン
ス
ビ
ュ
ー
 
団
岩
中
祥
史
『
出
身
県
で
わ
か
る
人
の
性
格
』
一
二
○

○
円
・
草
思
社
回
『
Ｖ
Ｏ
Ｗ
 
焔
』
九
一
二
一
円
・
宝
島
社
回
五
木

寛
之
『
五
木
寛
之
の
百
寺
巡
礼
ガ
イ
脾
版
第
一
巻
奈
良
」
一
五
○

○
円
・
講
談
社
団
養
老
孟
司
『
バ
カ
の
壁
』
六
八
○
円
・
新
潮
社

■
■
新
潟
■
萬
松
堂
▼
皿
『
バ
カ
の
壁
』
 
図
『
家
族
』
 
回
五
木
寛

之
『
百
寺
巡
礼
 
第
一
巻
奈
良
』
一
五
○
○
円
・
講
談
社
団
『
五

木
寛
之
の
百
寺
巡
礼
ガ
イ
脾
版
第
一
巻
奈
良
』
回
丸
谷
才
言
輝

く
日
の
宮
』
一
八
○
○
円
・
講
談
社
回
『
冬
の
ソ
ナ
タ
』
山
、
回

の
篠
田
監
督
『
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
』

も
、
そ
れ
を
暗
示
し
て
い
る
。

評
者
と
し
て
は
へ
第
一
’三
部

の
手
書
き
原
稿
は
、
苦
労
し
て
解

読
・
活
字
化
す
る
よ
り
も
、
最
先

端
技
術
で
デ
ジ
タ
ル
・
リ
プ
リ
ン

ト
し
て
く
れ
た
方
が
、
資
料
的
価

値
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
異
な

る
筆
跡
を
無
理
し
て
解
読
し
た
た

め
に
、
例
え
ば
飯
島
喜
美
（
キ
ミ
）

が
「
飯
島
キ
シ
」
と
し
て
活
字
に

な
っ
て
い
る
。
編
者
を
責
め
る
の

で
は
な
い
。
評
者
も
か
つ
て
土
方

與
志
供
述
を
誤
植
し
た
活
字
資
料

（
『
演
出
者
の
道
」
未
來
社
）
で

旧
ソ
連
粛
清
犠
牲
者
松
田
照
子
探

求
を
回
り
道
し
た
経
験
を
持
つ
の

で
、
こ
う
し
た
第
一
次
資
料
は
、

可
能
な
ら
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
残
し
、

後
世
に
解
読
を
委
ね
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

す
で
に
国
会
図
書
館
は
戦
前
書
籍

の
全
面
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組

み
、
い
ま
氾
濫
す
る
膨
大
な
新
刊

書
の
紙
の
山
も
、
や
が
て
は
デ
ジ

タ
ル
保
存
の
運
命
に
あ
る
の
だ
か

ら
。ち

ょ
う
ど
「
転
向
」
研
究
の
先

駆
者
藤
田
省
三
が
没
し
た
。
彼
が
一

「
戦
後
の
議
論
の
前
提
」
（
『
精
神

史
的
考
察
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
）
に
残
し
た
言
明
こ
そ
、
山
代

巴
と
い
う
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
個
性

の
た
た
か
い
を
評
す
る
に
ふ
さ
わ

し
く
思
わ
れ
た
。
戦
争
に
対
し
て

も
「
党
」
に
対
し
て
も
、
「
本
当
一

向
田
邦
子
／
向
田
和
子
『
向
田
邦
子
暮
し
の
楽
し
み
』
一
四
○
〔

・
新
潮
社
 
回
『
出
身
県
で
わ
か
る
人
の
性
格
』
．
回
Ｆ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

『
胸
懐
』
一
四
○
Ｃ
円
・
幻
冬
舎
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
奈
良

寺
』
七
八
○
円
・
岩
波
書
店
 

■
■
下
関
■
中
野
書
店
▼
皿
『
胸
懐
』
 
図
『
家
族
』
 
回
荻
野
文

『
ヘ
タ
な
人
生
論
よ
り
徒
然
草
』
一
五
○
○
円
◇
河
出
書
房
新
社
一

ア
レ
ン
ョ
原
因
」
‐と
「
結
果
」
の
法
則
』
二
一
○
○
円
・
サ
ン
マ

ク
出
版
回
日
本
テ
レ
ビ
編
『
伊
東
家
の
食
卓
裏
ワ
ザ
Ｃ
Ｏ
０
ｋ
．

ｎ
ｇ
川
１
』
二
○
○
円
・
日
本
テ
レ
ビ
 
回
『
バ
カ
の
壁
』
 
切

藤
富
雄
『
自
分
を
変
え
る
魔
法
の
「
口
ぐ
せ
」
』
一
四
○
○
円
・
か
‐

き
出
版
図
真
保
裕
一
『
繋
が
れ
た
明
日
』
一
七
○
○
円
・
朝
日
新
雨

社
回
渡
辺
淳
一
『
エ
・
ア
ロ
ー
ル
 
そ
れ
が
ど
う
し
た
の
』
一
六
（

○
円
・
角
川
書
店
、
大
崎
善
生
『
ド
ナ
ウ
よ
、
静
か
に
流
れ
よ
』

七
○
○
円
・
文
藝
春
秋

の
精
神
的
勇
気
と
は
、
そ
れ
が
精

神
で
あ
る
以
上
、
組
織
的
戦
闘
行

為
に
加
わ
っ
て
人
一
倍
の
勇
敢
さ

を
示
す
場
合
よ
り
も
、
む
し
ろ
団

体
権
力
の
圧
迫
と
衆
を
侍
ん
だ
便

乗
的
非
難
と
に
抗
し
て
敢
え
て
尋

こ
か
ら
離
脱
す
る
決
心
を
す
る
睦

合
に
こ
そ
し
ば
し
ば
現
れ
出
る
主

の
で
あ
る
」
と
。

（
一
橋
大
学
教
員
・
政
治
学
）

編
集
部
員
募
集
 

こ
の
た
び
当
社
で
は
社
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

本
紙
の
編
集
、
校
正
の
仕
事
で
す
が
、
職
務
内
容
は

幅
広
い
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